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解答用紙の一番上に学生証番号と氏名を書いてください．裏面を使用してもかま
いませんが，その場合は表面の最後に「裏面使用」と書いてください．
自分のノートの持ち込み可です．

以下，R 上で考えている測度はすべて Lebesgue 測度である．

[1] (1) f ∈ L1(R), f ∗ f=0 であるとき，f = 0 であることを示せ．
(2) f ∈ L1(R) で，すべての g ∈ L1(R) に対して f ∗ g = g となるものは存在し

ないことを示せ．

[2] f, g を R 上の急減少関数であるとしたとき，f ∗ g も急減少関数であることを
示せ．

[3] f は R 上の実数値関数で，f(x) = f(−x) を満たすとする．さらに，任意の正
の整数 n について，

(f ∗ f ∗ · · · ∗ f)(x) =
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f
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)
を満たすとする．ただしここで，左辺は n 個の f の合成積である．このような f を
すべて求めよ．


